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広田信一・佐藤 純  14  
「社会的ルール」に関わる考え方としてとらえ直すことができる側面を持つと思われる。   
そしてこのような立場から「職業」、「働く」などに関わる従来の考え方や価値観を概観  













































必要であると考えられるからである。   
また、これまで述べてきたとおり、このようなキャリア観は一次元的価値から構成され  
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対するルール意識や価値意識についてできる限り独立した次元から検討を加えることとし  
た。  
方 法  
調査対象  A県の高校生149名（1年生39名、2年生36名、3年生74名；男子145名、  
女子4名）が調査に参加した。   
















らも5件法（1～5点）である。   












該当する7項目を以降の分析から除外した。   
残った43項目について最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った。その結果、  
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因子1医】子2 医l子3 因子4 因子5 因子6 因子7 医l子8 因子9  
自己成長   
新たなことに挑戦するため   
自分に自信をつけるため   
自分の能力を伸ばすため   
自分が得意なことを活かすため   
自分の可能性を広げるため   
自分のやりたいことを見つけるため   
達成感を得るため   
自分の夢を実現するため  
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非難回避   
働かないと世間体が悪いから   
周りの人がみんな働くから   
働かないと．みつともないから   


























対人関係   
多くの人と出会うため   
人間関係を広げるため   
一生つきあえる友人を作るため   
















経済的向上   
裕福な暮らしをするため   
金持ちになるため   


























家族配慮   
親孝行をするため  0．12   
働かないと家族に迷惑をかけるから －0．11   
親を安心させるため  －0．04  
安心感   
安心感を得るため   
どこかに所属するため   
人から必要とされたいから  
ー0．03 －0．20  
0．08  0．09  
－0．06  0．01  
社会貢献   
人の役に立つため   
人から感謝されたいから   
社会に貢献するため  
0．23  0．07 －0．03  
－0．26 －0．02  0．05  
0．13 －0．07  0．07  
やりがい   
仕事そのものが好きだから   
働くことが楽しいから   
働くことが生きがいだから  
優越性   
人の上に立つため   











































その性質が十分に了解できると判断したからである。   
第4因子は、「金持ちになるため」、「裕福な暮らしをするため」、「自由になるお金がほ  
しいから」といった、経済的に豊かな生活を送ることを目的とする内容の項目に高い因子  






























尺度では新たな因子名を採用した。   
以上のように、本研究では9因子と比較的多数の因子が抽出された。因子数が多いこと  
は、働くことに対する視点が複数存在することを意味していると考えられる。また、非難  





















Table2 下位尺度の平均値およびα係数  
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ゴール次元  マスト次元  










3．84  0．72  0．88  
2．93  0．92  0．83  
3．83  0．74  0．80  
3．92  0．77  0．76  
3．93  0，90  0，84  
3．2g O．87  0．71  
3．25  0．95  0．77  
3．06  0．84  0．74  
2．54  0．89  0．69  
3．96 0．75  0．88  gくm＊  
3，15 0．82  0．76  gくm＊＊  
4月4  0．79  0．84  gくm＊＊  
3．6  0．91 0．82  g〉m＊＊  
4．24 0．91 0．90  gくm＊＊  
3 28 0．85  0．73  
3．35 0．89  0．75  
3．32 0．92  0．72  gくm＊＊  
2．50 0．88  0．74  
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さらに下位尺度を構成する項目の合計得点を項目数で除した得点を下位尺度得点とし、  
各下位尺度の平均値および標準偏差をTable2に示した。下位尺度得点の偏りを平均値およ  















（2）下位尺度の平均値の検討   
下位尺度の平均値について検討するため、下位尺度間の比較と次元間の比較という、二  
つの視点から分析を行った。まず、下位尺度間の比較を行うため、各次元において下位尺  




0．53，5％水準）。   
マスト次元尺度においても有意差が見られ（F（8，1096）＝90．53，pく．01）、多重比較を行っ  
たところ、「家族配慮＞対人関係・自己成長＞経済的向上＞社会貢献・やりがい・安心感＞  
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経済的向上  0．73  
家族配慮  0．80  
安心感  0．51  
社会貢献  0．65  
やりがい  0．41  
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Su皿mary  
A Study about the careerviewinhigh schooIstudents  
Thepurpose ofthis study were to name how people think about theirlivlng and working the careerview，  
and to examine what kind ofcareerview highschooIstudents had．The career view questioTmaire thatwas  
consistedof“thegoaldimension”whichasked“forwhatpurposeyouwork”and〃themustdimensionり  
whichasked‘もowyouhave tolive”were administeredto149JapaneSe high schooIstudents．Asaresult  
Offactor analysIS Ofthe goaldimension subscale，nine fhctors were extracted andit was made clear that  
therewasvarioussenseofvaluesaboutthecareer．Moreover，Signincantpositivecorrelationswererecognized  
between the goaldimension subscales and the must dimension subscales，and when both means were  
COmPared，in魚ve subscales，the meanS Ofthe must dimension were significantly higher than that of the  
goaldimension・These丘ndings suggestthathighschooIstudentshave various sense ofvalues aboutlivlng  
andworking，and especia11ythey comparatively strongly have avleWPOint“howImustlive”．  
Key words＝OCCuPation，Career，1ifi，high schooIstudents，SenSe Ofvalues  
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